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　今期定例会では、9月5日から7日までの3日間にわたり質疑・質問を
行いましたので、その主な内容をご紹介します。各議員の発言時間
は、一人一律60分以内で、問答の項目は、質疑・質問の中から議員が
選んだものを掲載しています。
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長谷川幸子（日本共産党津市議団）、小野　欽市（改津クラブ）
倉田　寛次（市民クラブ）、青山　昇武（公明党議員団）
渡辺　晃一（津市民の会）、八太　正年（自由民主党市議団）
伊藤　康雄（津和会）、岡村　　武（至誠会）
川口まどか（県都クラブ）、佐藤　有毅（一津会）

岩脇　圭一、龍神　啓介
田矢　修介、安積むつみ
大野　　寛、田村　宗博

福田　慶一、竹下幸智子
堀口　順也、西山　みえ
加藤美江子
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平成30年第3回津市議会定例会平成30年第3回津市議会定例会
　平成30年第3回定例会が、8月28日か
ら9月27日までの31日間、開催されまし
た。
　今期定例会では、承認1件、報告27
件、条例の制定1件、条例の一部改正3
件、平成30年度補正予算4件、平成29年
度決算16件、請願4件、人事案件10件、
その他2件の68議案が審議されました。
　その結果、68件のうち41件は、全て
承認、可決、認定、採択、異議なしと
されました。（27件は報告のみ）

　今期定例会では、9月18日・19日の2日間に
わたり、決算特別委員会が開催されました。
　平成29年度津市一般会計歳入歳出決算のほ
か、特別会計9件、公営企業会計6件が審査さ
れ、全て認定されました。

開会日の様子開会日の様子

審査された決算書等審査された決算書等

決算特別委員会を開催決算特別委員会を開催
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熱中症から命を守るた
めにエアコンの設置を

旧三重県立博物館跡地
活用について方向性は

　　今年の記録的な暑い夏は過
去最高の熱中症被害をもたらし、
日本救急医学会は、熱中症予防
に関する初の緊急提言を行った。
小学校の普通教室へのエアコン
設置は全て来年の夏までに行う
べきである。また、厚労省が生
活保護受給世帯のエアコン購入
費の支給を、今年4月以降の保
護開始または転居世帯に限定し
ているが、全ての受給世帯を対
象にすべきと考えるがどうか。

　　旧三重県立博物館跡地への
ＮＨＫ津放送局の移転について
は、建物東側および北側歩道が
三重大学附属小・中・特別支援
学校の児童生徒の通学路や地域
住民の生活道路となっており、
地元自治会等は、道路の形態や
交通状況の改善なくして移転は
認められないと反対している。
　津市として、この現状を十分
理解した上で、ＮＨＫや三重県
と調整を進めているのか。

○受診手遅れ死をなくすため、
国保の滞納者への保険証の取り
上げはやめるべき
・高すぎる国保料の引き下げや
軽減措置の拡充を
・滞納の実態とその対応は
○生活保護世帯へのエアコン設
置について
・夏期見舞金制度の確立を
・厚労省のいう支給対象では命
は守れない　　　　　　　など

○議案第92号　平成30年度津市
一般会計補正予算（第3号）
・歳入市債　臨時財政対策債に
ついて
・生け垣緑化推進事業補助金な
らびに教育費の小中学校におけ
るブロック塀の撤去費について
○県立一志病院の扱いについて
三重県との協議結果は　　
○津市の小中学校のクラブ活動
について　　　　　　　　など

▲今や命を守るための必需品で
　あるエアコン

▲現在閉鎖されている旧三重県
　立博物館

　　津市では、2年前から小中
学校の普通教室へのエアコン設
置に取り組んでおり、ほぼ全て
の中学校に設置が完了している。
また、小学校については1期分
が完了したところであり、現在
設計中の2期分は、来年の夏ま
でに設置を終える予定である。
小学校の3期分については、当
初の予定では、2020年度となっ
ているが、国に早期の補助を要
望し、できる限り早く進められ
るよう準備を整えていく。
　生活保護受給世帯のエアコン
については、厚労省からの通知
で、今年の3月以前の受給世帯
の冷房器具等の購入の取り扱い
に変更はなく、従前どおり経常
的最低生活費のやりくりや、貸
付資金の活用によって賄うこと
とされていることから、通知に
基づいた対応を行っていく。

　　平成25年に三重県およびＮ
ＨＫ津放送局から、当時の三重
県立博物館所在地にＮＨＫ津放
送局を移転する方向で所要の手
続きを進めることとしたとの発
表がなされた。この際、津市に
対し、都市計画の変更に当たり、
地域住民等の理解を得て、合意
形成を図り進めていく旨、協力
依頼があったところである。
　津市都市マスタープラン（平
成30年3月策定）において「旧
県立博物館跡地については、Ｎ
ＨＫ津放送局の移転候補地とし
て、三重県とＮＨＫによる関係
者との合意形成など整備に向け
て条件が整った場合は、都市計
画の変更など必要な手続きを進
める」と位置付けており、地域
住民等の合意形成を前提に、条
件が整った場合は、都市計画等
の変更手続きを進めていく。




